


皆さまが「試験管ハー
バリウム」を寄贈

北陸大学学生赤十字奉
仕団～MY S

TART～の

北陸大学学生赤十字奉仕団～MY START～の皆さん
（中央は血液センター中尾所長）

輸血療法の向上のために

食生活を見直しましょう！を見直しましょう！
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～石川県における学術的取り組み～

石川県赤十字血液センターでは、輸血を受ける患者さんと献血者の安全を追求し、輸血療法の向上のために、輸血治療を担う
県内各医療機関の皆さまとともに、様々な学術的取り組みを行っています。

石川県赤十字血液センター 中尾所長 講演

オンラインで参加者と意見交換

岡山県赤十字血液センター 池田所長（右） ご講演

日赤東北ブロック血液センター 伊藤検査一課長（左） ご講演

石川県輸血医療担当者研修会
　石川県赤十字血液センターが主催し、県内各医療機関の輸血担当者
さまを対象とする研修会を開催し、輸血医療や輸血用血液製剤などに
関する研修や情報共有を行っています。
　令和３年８月２１日（土）に、オンラインにて「2021年度石川県輸血医療
担当者研修会」を開催しました。県内医療機関で輸血担当をされている
検査技師の皆さまをはじめ、医師や薬剤師、看護師の皆さまなど総勢
88名の方にご参加いただきました。
　石川県赤十字血液センターから、輸血用血液製剤のWeb発注、病院
と取り決めた時間に血液を配送する定時配送について説明したほか、
基調講演として、日本赤十字社血液事業本部安全管理課 後藤 直子課長
から「輸血感染症及び輸血副作用について」、また石川県赤十字血液
センター 中尾 眞二所長から「造血不全診療における検査値の読み方
と輸血療法の注意点」について、それぞれお話しいただきました。講演
後には参加者から多くの質問や意見交換がなされ、とても活発的な
研修会となりました。

石川県合同輸血療法委員会

　北陸大学学生赤十字奉仕団～MY START～の皆さんは、石川県学

生献血推進委員会のメンバーとして、日頃から県内各地で献血推進

ボランティア活動をされています。

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、なかなか本来のボラン

ティア活動ができない中でも、「献血してくださる皆さんに喜んでも

らえたら」との温かいお気持ちから、令和３年７月と令和４年１月の

計２回にわたり『試験管ハーバリウム』を製作し寄贈してくださいま

した。血液センター中尾所長からは、「献血の必要性を伝えてくださ

り、また素敵な作品を寄贈していただき、ありがとうございます。」と

感謝を申し上げました。

　ご寄贈いただいた「試験管ハーバリウム」は、献血ルーム ル・

キューブ 及び 献血ルーム くらつき に展示したのち、各ルームで

献血してくださった方でご希望された方に、先着順で贈呈いたしま

した。素敵なプレゼントに、皆さまとても喜んでくださいました。

　北陸大学学生赤十字奉仕団～MY START～の皆さま、素敵なプレ

ゼントをありがとうございました！

　今回ご参加いただいた皆さまは、各医療機関での業務の傍ら、輸血療法の発展のために、日頃から血液センターや当県輸血療法
委員会の各種活動に積極的にご参加いただいています。
　コロナ禍において、集合型の学会や研修会の開催が少なくなり、オンラインでは対面で直接お会いできない寂しさもあり、担当者
としてはそういった点でも早くコロナが収まればいいのにと思ってしまいます。
　今後も、輸血医療に携わる医療従事者の皆さまと勉強会や研修会を重ね、地域医療の活性化に貢献していきます！

事務局担当者より一言

ご とう なお こ

　石川県合同輸血療法委員会は、石川県内における安全かつ適正な血液製剤の
使用を推進することにより輸血療法の向上を図ることを目的として、平成23年
5月に県の「血液製剤使用適正化協議会」と石川県赤十字血液センターの「輸血
懇話会」を発展的に改組し、県内医療機関、石川県赤十字血液センター、行政が一
体となった委員会として発足しました。以来、適正かつ安全な輸血療法の実施や
輸血用血液製剤の安定供給、その他輸血療法全般の発展のための様々な活動を
行っています。
　令和４年２月11日（金）、「2021年度石川県合同輸血療法委員会 金沢講演会」を
オンライン開催しました。県内医療機関の医師、薬剤師、検査技師、看護師など
総勢９１名の皆さまが参加されました。
　石川県赤十字血液センター 学術情報・供給課からの情報提供をはじめ、日本
赤十字社東北ブロック血液センター 伊藤 正一検査一課長から「妊娠歴のある
女性から検出頻度が高い抗Jra及び抗KANNOの臨床的意義」について、また
岡山県赤十字血液センター 池田 和眞 所長から「地域血液センターの活動～
医療情報・献血推進・学会など～」について、それぞれ大変貴重なお話をご講演
いただきました。質疑応答時には、参加者からたくさんの質問や意見が寄せられ
るなど、非常に実り多い会となりました。
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ナースからのアドバイス
～ヘモグロビン濃度の低い方へ～

献血前の検査で、「ヘモグロビン濃度が低いですね」と言われたことがありませんか？もしくは、普段
から貧血気味ではありませんか？献血会場でも、皆さんからよくご質問を受けることの一つです。
そこで今回は、ヘモグロビン濃度が低い方へ、ナースからのアドバイスをお届けします。

バランス良く
食べようね！ADVICE !

『なるほど！献血』第40版より抜粋

　鉄の補給は毎日の食事が重要です。ぜひ食生活を見直してみましょう！
＊１日３食摂っていますか？ 朝食抜きなど欠食はありませんか？
＊菓子や果物、乳製品だけで食事を済ませていませんか？
＊１日２回以上、肉や魚、卵、大豆製品の料理を摂っていますか？

　正常な赤血球が充分にできなくなる、赤血球が壊れやすい、
出血するなどがあります。最も頻度が高いのは、鉄が足りない
ことにより酸素を運ぶヘモグロビンが充分にできなくなること
によるものです。

　偏食・ダイエット・胃・十二指腸潰瘍・月経・痔・子宮筋腫など
★女性は月経による出血で貧血になりやすく、男性より体に貯え
　られる鉄が少ないので注意が必要です。
★貧血が持続する場合は、医療機関の受診をお勧めします。
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献血者の皆さまへ素敵なプレゼント


